
令和６年度  生長の家千葉教区  第 173 回令和６年度  生長の家千葉教区  第 173 回

千葉練成会〈見真会〉千葉練成会〈見真会〉

日 時 ：1111月1515日 （金） 9:55 ～ 16:00

1111月1616日 （土） 9:55 ～ 16:00

1111月1717日 （日） 9:55 ～ 15:00

会 場 ： 生長の家千葉県教化部

講 師 ： 三浦 晃太郎 教化部長 　他、 地方講師

テキスト ： 未定

奉納金 （昼食代含む） ： 全期３日間 4,500 円以上随意　
1 日 1,500 円以上随意

※奉納金は、 神想観 ・ 聖経読誦 ・ 浄心行 ・ 先祖供養 ・ 真理講話等の
宗教上の儀式行事に対する献金 ( 喜捨金 ・ 寄付金 ) です。

持ち物 ： 聖経 『甘露の法雨』、 『天使の言葉』、 聖歌歌詞

今年最後の練成会です！ （金 ･ 土 ･ 日開催）
是非、 沢山の方をお誘いしてご参加ください！お待ちしております！

お問い合わせ : 生長の家千葉県教化部　千葉市中央区登戸 3-5-1　TEL 043(241)0843

自己の内に「神」を見いだせ 谷口  雅春  先生
　あらゆる心の悩

なや

みは、あなたの心が神に向った時に癒
いや

やされるのである。暗
やみ

は光に向えば消えるのと同じように。病気や
不幸を心につかんでいて、「神様これを癒したまえ」と願うことは、言葉は神の方へ向いているけれども、心は病気や不幸の
方へ向いているのであるから、心が光に向ったとは云

い

い難
がた

いのである。自己の内に「病気」を見出さないで、「神」を見出し、
生命を見出すのが最もよいのである。（中略）自分は迚

とて

も駄
だ め

目だとか、そんな消極的な言葉をあなたの心の圏
けんがい

外に放
ほうちく

逐せよ。
そして「吾

わ

れ神と偕
とも

にあり」と云う光の言葉を常に自己の内に照り輝
かがや

かせ。　『新版　幸福を招く365 章』174 頁より

15日(金)15日(金) 浄心行 　 浄心行 　16日(土)16日(土) 先祖供養感謝祭 　 先祖供養感謝祭 　17日(17日(日日)) 祈り合いの神想観 祈り合いの神想観

主な行事

11 月１３日の 「先祖供養感謝祭」 はありません。11 月１３日の 「先祖供養感謝祭」 はありません。

練成会の２日目 （１６日） の 「先祖供養感謝祭」 にご参加下さい。練成会の２日目 （１６日） の 「先祖供養感謝祭」 にご参加下さい。
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◆
救
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て
い
な
い
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直
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の
方
々
よ
り
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々
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と
い
わ
れ
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ま
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の
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祀
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書
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を
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を
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っ
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霊
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供
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先
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悟
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入
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子
孫
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っ
て
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さ
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こ
と
に
な
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の
で
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。
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円
以
上
で
す
。
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夫
と
妻
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父
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ご
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児

多くのご先祖様の霊牌をまごころ込めて書きましょう!
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毎
日
十
回
以
上
の
聖
経
供
養
を
受
け

「
こ
れ
は
一
つ
の
生
れ
変
り
と
同
じ
魂
向
上
の
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と
な
る
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と
書
き
、
名
前
に
は
必
ず
ふ
り
が
な
を
お
付
け
く
だ
さ
い
。

親
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